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研究成果の概要（和文）： 

 サットン手話文字システム（SW）を用いて日本手話の表記を試みたところ、ソフトウェアに

多少の修正を加えれば SWがより精度の高い普遍的な手話文字体系となることが確認された。SW

は漢字に類似した体系なので、日本のろう者にとっては SW の使用が、漢字学習にも効果がある

と期待できる。そこで、ろう児に SWの指導を試み、学習態度に肯定的な結果を得た。この結果

を受け、今後に向けて SW 表記したろう児向け教材を開発し、ろう児のリテラシー教育に活用す

る可能性を考察した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

 Sutton Sign Writing (SW) is a unique system to ‘write’ signs on paper. Japanese Sign 
Language (JSL) can be effectively written using SW and with some slight modifications 
to the software, SW could be improved so that it could write any sign language in the 
world more precisely. Furthermore, SW has formations that are similar to Japanese Kanji 
Characters. When SW was introduced to deaf children in a trial study, it seemed rather 
easy for them to describe ideas and they had a positive reaction toward writing signs. 
Therefore, there can be a new approach to literacy education for deaf children by 
‘writing’ and ‘reading’ sign languages written in SW. 
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１．研究開始当初の背景 

 研究代表者はこれまでに、手話に関する一
般言語学的・記号論的研究および、手話とろ
う者社会に関する社会言語学的研究をおこ

なってきた。前者では、日本手話の構造分析
や記号化の基礎的研究をとおして、手話の言
語特性を考察した。後者では、日本とアジア
各国および北欧における手話事情について
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現地調査をおこない、各国における手話言語
の地位と役割、聴覚障害児（者）教育に関す
る研究を遂行した。これらの研究をとおして
次のことが明らかになった。 

（１）欧米やアジア各国では、政府が手話を
公的に認める動きが広がりつつある。 

（２）ろう教育の現場では音声言語をろう児
の第二言語、手話を第一言語と認識し、特に
北欧や北米ではろう学校での指導言語とし
て手話を採用する動きが顕著である。 

（３）ろう者自身が手話言語の成立過程に関
心を抱き、手話とろう文化（Deaf Culture）
に誇りをもち、ろう者としてのアイデンティ
ティーを確立しつつある。 

 手話言語とろう者をめぐる環境はこのよう
に大きく変わりつつあるが、手話は元来文字
をもたない言語であることや、文法構造がま
だ解明されていないため、一般社会では手話
が未熟な言語とみなされる場面がまだ多い。
しかし、実際には、手話はすべての概念を空
間に表出でき、ろう者の母語として充分に機
能している。また、欧米では手話文字システ
ムの提案もなされ、ろう教育でこれを使用す
る新たな試みも開始されている。 

 従来、手話の記述は絵やイラストによるも
のか、音声言語の文字を利用するかに限定さ
れてきた。しかし、この方法では、手話の「単
語」を書くには部分的ながらも有効であるが、
手話の「文」や「発話」を書くには不便であ
る。そこで、手話の「文字」が必要となる。
今回はこの「手話文字」に注目し、その存在
意義を社会言語学的観点から考察するとと
もに、手話文字教材開発の可能性をさぐるこ
ととした。 

 

２．研究の目的 

（１）サットン手話文字システム（SW）の批
判的研究 

 手話の文字システムは、SW 以外にもドイツ
などを中心にいくつか考案されているが、 

実際に日本手話を記述してみると、いずれの
アイデアも記号が複雑かつ、学術的であり、
一般の人々（特に聴覚障害者）が日常的に利
用するものとしては利便性に欠けている。そ
の点で、アメリカの行動分析家バレリー・サ
ットンが考案した SW は手話の言語特性を崩
さずに自然な形で記述する方法として、もっ
とも有効なシステムである。 

 SWは、漢字に類似した文字体系で手話の自
然な形と動きを記述できる仕組みをもって
いる。これを日本手話に応用し、そこに生じ
る問題点を指摘し、改善策を講じる。 

 

（２）SW による日本手話文例の作成 

 改良を加えた SW のソフトウェア（JSPad）
による日本手話語彙および日本手話による
文章の文字化を試みる。図１は、JSPad で記

述した SWの例である。 
 
（３）手話文字の存在意義と手話文字教材作
成についての考察 

手話文字の存在が聴覚障害児（者）の教育や、

ろう者の言語生活におよぼす影響につい
て社会言語学的観点から考察し、手話文字で
書かれた教材の開発について論じる。 

 

３．研究の方法 

（１）SW の批判的研究 

 研究分担者が改良した SW 表記ソフトウェ
ア JSPad を用い、日本手話語彙の文字化をお
こなった。今回は試験的に『わたしたちの手
話学習辞典』（全日本ろうあ連盟出版局）に
掲載されている見出し語 200語を対象にした。
この 200 語は、全国手話検定試験（全国手話
研修センター主催）の５級（入門レベル）で
学習すべき語彙に指定されており、もっとも
基本的な日常生活語彙である。 

 

（２）ろう児への SWの紹介 
 ちょうど、漢字が仮名になったように、現
在の SW はサットンが初期に提案したものと
比較するとかなり簡素化されており、文字と
しての生産性の高さという意味では評価で 

  図２．初期の頃の SW による「桃太郎」 
 
きる。しかし、SW の初級学習者にとっては、
むしろ旧タイプ（身体の肩、首、腕の線など 

の描写を含むもの）の方が、身体表現をより
具体的に描写しているので理解しやすい。 

 

   hello       school      but      America 

図 1.  SW の例（松本・池田, 2008） 



 

 そこで、まず旧タイプの SW で書かれた「桃
太郎」（一部）の日本手話表記（図２）をろ
う児に紹介し、手話文字の概要を説明した後
に、改良が加えられた SW を紹介し、子ども
の反応を見た。また、成人ろう者にも同様の
方法で SWを紹介した後で SWに関するアンケ
ート調査を実施した。 
 

（３）手話文字の存在意義と、手話文字を使
用したろう児のリテラシー教育のシミュレ
ーション 
 手話文字の存在意義を社会言語学的観点
から考察するとともに、SWで書かれた教材を
使用して、SW をろう教育の現場でどのように
教えるかの理論的研究をおこなう。 

 また、近隣のろう学校を訪問し、学校長に
も SW を紹介して、ろう児のリテラシー教育
への可能性をさぐった。 

 

４．研究成果 

（１）ろう児（者）への SW の紹介とその反
応  
 ろうの子どもを対象に、SW で表記した日本
手話による物語（図２）を紹介したところ、
ろう児は SW の存在を肯定的に受け止め、SW
で表記された手話の物語に強い関心を示し
た。ろう児の一人は、図３に示すような手話
表現を自ら SW で容易に表記できるようにな
り、手話文字に対する強い関心を示した。 
 このパイロット実験後のアンケート調査
では以下のような回答が多くみられた。 
①手話文字は存在した方がよい。 
②手話文字で書かれた本には興味がある。 
③手話文字を読むことは慣れればむずかし
くない。 
④手話文字を使っていろいろな手話を書い
てみたい。 
⑤手話文字を書くことは慣れればむずかし
くない。 
⑥手話文字をもっと勉強したい。 
⑦学校で手話文字を学習する機会があった
らよい。 
⑧聞こえるひとたちに手話文字を知ってほ
しい。 
 これらの結果から、手話文字の存在はろう
児（者）にとってインパクトがあり、自分が
日常的に使用する手話が文字として紙の上
に書ける、あるいはパソコン上で日本語の文
字のように入力できることを肯定的に受け
止めている。また、手話文字の存在が、ろう
者のアイデンティティを高める要素の一つ
になっていることが考えられる。 
 
（２）SW の有効性と SW指導法に関する考察 
 ろう者にとってなぜ SW が有効なのかにつ
いては、以下のことが推測できる。 
①顔の表情など、音声言語の文字では表記し

きれない要素が、SW では容易に記述できる。 
②「上がる」「下がる」「離れる（別れる）」
などを表現する際の上下・左右の運動は、メ
タファーと関係しているので、音声文字で表
記するよりも SWの方が認識しやすい。 
③文字をもつと、ヒトはさらに自由な発想が
でき、イマジネーションとクリエイティビテ
ィが促進される。 
④SW は漢字に類似した体系をもつので、SW
を使える子どもの方が、漢字学習の力がのび
る。 

    図３．ろう児による SW表記例 
 
 手話文字の指導は、まず動きをともなわな
い片手手話（「男」や「お金」）の表記の学習
から始め、次に両手手話で動きのないもの
（「家」や「奈良」）、片手手話で動きのある
もの（「姉」や「（値段が）高い」）、さらに両
手手話で動きのあるもの（「経済」や「家族」）
という順とするのがよい。ちょうど、漢字の
学習のように、画数の少ないもの（手話では、
手の形がシンプルで動きの少ないもの）から
順に指導することが効果的である。 
 ろう学校の学校長らに面談して SW を紹介
し、意見を収集したところ、SW の使用が「受
け身」文や「やりもらい」の文の理解を助け
る可能性を示唆された。 
 なお、SWをろう児のリテラシー教育に導入
するには、以下の３つの選択肢が考えられる。 
①音声文字を学習した後に SW を学ぶ、 
②SWを学習した後に音声文字を学ぶ、 
③あるは、音声文字と SWを同時に学ぶ。 
 もちろん、学校教育で導入するには、SWが
ろう者の使う日常的な文字として真に重要
か否かの議論はせねばならないが、SWが単な
るろう者の「飾り」でないことは、これまで
の研究成果が証明する。 
   

（３）SW ソフトウェアの改良 
 文字は日常的に使用するものなので、音声
言語の音韻の概念と同様に、最低限の「対立」
が認められる要素を抽出することが重要で
ある。つまり、手話を表記する場合、手の形
や動きに対する書き手の認識の違いによっ



 

て表記に「ゆれ」が生じ、この「ゆれ」を吸
収するために単語間の類似度を提案する必
要が生じた。 
 この点については、情報工学を専門とする
研究分担者が SW 記述用のソフトウェアにさ
らなる改良を加え、より精度を上げることを
検討した。SW による手話文書エディタである
JSPadを使って SWによる表記実験をおこない、
書き手による表記ゆれを吸収した類似度検
索の可能性を示した。 
 
（４）今後の展望  
 今後、日本のろう教育に手話文字を導入す
るためには、まず以下のことを解決する必要
がある。 
①手話文字の存在意義を社会が認識する。 
②JSPadにさらなる改良を加え、SW の精度を
高める。 
③手話文字教育のためのシラバスを開発す
る。 
④手話文字を教えるための教材を開発する。 
⑤手話文字を教える教師を養成する。 
 
 なお、2012年には、福祉機器を扱う企業関
係者も含めた「手話文字研究会」を開催し、
SW のソフトウェア実用化について議論する
場を設けた。今後は、JSPad の精度をより高
いものとし、産学連携も視野に入れて、聴覚
障害者が日常的に利用できる福祉機器の一
つとしての価値も高めていきたい。 
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